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H‖‾AC L-320/30H,50Hシステムの開発
Development of=TACし320/30H.50H SYStem

インテリジェント端末システムか,漢字･平仮名を含む日本語を桁輌的に取り二枚

うようになったのは,ここ1～2年のことである｡人間が無理やりに計算機に合わ

せて,片仮名を読まされ書かされていた時代に別れを告げると同時に,分散処三翌シ

ステムでのイ ンテリ ジェント端末グ)需要は,急速な伸びをホしつつある｡これは,

メモリの集柿度が増し価格が安くなったこと, トソトマトリックス式プリンタの製

造托術が各社とも完成J或に達したことなどが引き金になっていることは明らかである｡

不純は,今後のオフィスオートメーション推進の主ノ役として､その役割か大いに

期待される新形システムHITAC L-320/30H,50Hシステムの特長と,開発に至った

思想などについて,以下に記述する｡

n 緒 言

HITAC L-320/30H,50Hシステムは,従来機のHITAC L-

320/2～9システムに対Lて大幅な機能･件能の向上策を施し

たものであり,HITAC L-320/30Hシステムはその後継機と

Lて,HITAC L-320/50Hシステムはその上位機種とLて位

置付けることかできる｡従来のHITAC L-320/2～9システム

にはなかった機能として,新システムでは汚き字システムやク

ラスタードンステムか容易に構築できるよう配慮されている

点はもちろんであるが,そのはかに日本語文再編集機能や事

務用グラフ編集機能をも合わせもつノ1(が特長であり,回線機

能と複で㌢化させることにより,オフィスの自動化を総合的に

推進できる機器とLて今後の開発を史に推L進めてし′♪く もの

である｡

臣l 開発の背景となった市場要求

(1)分散処理とi柴1･:処理

分散処理ニーズは,コンヒュ【タ処+哩の対象が管理部門で

の後方事務だけにとどまらず,現場の第1線事務にまで及ん

できたことによって生じた,中央コンピュータグ)負荷増大,

業務処理プログラムの増大,それらに伴う要員数の増加など

の所産とみることができる｡

一方,オフィスコンピュータは,現場の第1根にあって,

伝票発行に代表される現場合押化手段として利用されてきた｡

そこで,オフィ スコンピュータは分散処珂ミニーズと結び付

き,単独の現場処理マシンとLての使われ方だけにとどまら

ず,分散処理システムでのイ ンテリジェント端末として重要

な位置を占めるに至っている(図1)｡

分散処理システムでは,現場で収集,編集されたデータが

ホストコンピュータのデータベーースとオンライ ンで結びつく

こと,分散処理コンピュータの連用(■プログラム開発,プログ

ラム実行制御など)が,ホストコンヒュ【タの助けを惜りて容

易に行なえることが大切である｡

インテリジュント端末が,現場の第1線事務の中に入り込

んでゆく とき,そこに求められるものは,単にコストパーフ

ォMマンスを重視する考え方から,どのようにして現場に機

械をi容け込ませるかに移り,i菜字処理に代表されるマンマシ

ン関連技術に対するニーズか急速に高まってきた｡
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分散処理システムは, 初期の管王里

目的でのコンピュータ導入(ステップI)から現場処理目的での単独オフィスコ

ンピュータ導入(ステップ2)を経て,総合的な分散システム(ステップ3)へと

発展Lてきた｡

(2)オフィスオートメーション

日本語り【ドプロセッサの登場が,オフィスオ【トメーシ

ョン推進ノ＼の引き令役になりつつある事実を見抑えたとき,

果たLて日本語ワードプロセッサをオフィスコンヒュ一夕と

は全く二大元の異なる別の製品として位置付けるべきかは疑問

である｡確かに日本語ワ【ドプロセッサは,単なる日本語タ

イプライタの延長線+二の機器としてみる見方も存在しないで

はないか,オフィスの中で雑然と合理化から取り残されてい

る文書･帳票類をながめたとき,四則演算や事務用グラフの

取り扱えないE】本譜ワードプロセッサは,やはり不自由であ

り,見桜条件やあいさつこ伏の挿入かできない伝票発行機もま

た片手落ちであることに容易に気が付くはずである｡
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図2 HITAC L-320/30H,50Hシステム 左側は固定ディスク装置付きのマスタワークステーションに漢字プリンタが装備されたもの,右側はデータス

テーションに水平インサータプリンタが装備されたものを示す｡両者はIMピット/秒の伝送能力をもつ同軸ケーブルにより親子間係で接糸売される｡

このような観点から,新HITAC L-320システムでは,オフ

ィスコンピュータ機能と日本語ワードプロセス機能は両者同

一のハードウェアシステムによって実現され,かつ,あるワ

ークステーションは総務課で文書発行や人事管理専用に,あ

るワークステーションは設計課で問い合せ用や取扱い説明書

の作成用に,あるワークステーションは資材課で材料購入や

在庫管理専用に等々,オフィス内の需要と目的に合致した総

合的な事務合理化推進機器としての要求に耐えられるものであ

ることが,開発目標のひとつとなった｡その意味で新HITAC

L-320システムは,オフィスコンピュータとワードプロセッ

サ間の境界を除去した製品といえる｡図2に本システムの外

観を示す｡

田 ソフトウェアの主な特長

(1)本格的漢字システム

日本語での文字表現は,数字,片仮名,平仮名及び漢字の

ほか,アルファベット,‾一部のギリシア文字など極めて多彩

な文字セットをもち,その総数は2万字にも及ぶと言われて

いる｡

この文字種頬の中から,実用上頻度の高い▼文字を選択し,

HITAC製品共通にグループ化LたものをKEIS(KanjiProces･

sing ExtendedInfムrmation System)文字セットとして定義し

ている(図3)｡

HITAC L-320/30H,50Hシステムは,KEIS文字セットの

うち3,500種まで扱えるシステムと,7,000種まで扱えるシス

テムに2分され,前者にはカラーディスプレイタイプとモノ

クロームタイプとがあり,合計全6モデルとなっている(表1)｡

漢字は,図3に示す標準文字のほかに,人名などに使われ

る特殊な文字や,社名などでは特殊なデザインの文字が必要

とされる｡これらはユーザー定義文字と呼ばれ,ホストシス

テムで定義されたユーザー定義文字を,HITAC L-320/30H,

50Hシステムの標準文字に追加して使用することができる｡

このようにHITAC M,Lシリーズとの間で思想統一を区Ⅰっ

てあるため,HITAC L-320/30H,50Hシステムをインテリジ

ェント端末として使用する場合,漢字をユーザー単位に一括

管理することが可能になり,現場ごとに使用文字が異なるこ

とによる言放乱を未然に防ぐことができる｡

(2)ホスト形COBOLの利用が可能

従来のHITAC L-320システム上で利用されていた汎用高

級言語RFD(Record Format Descriptor),拡張RPG(Re-

port Program Generator)に加えて,クロスコンパイラ形式

のホスト形COBOLが利用できる｡このホスト形COBOLは,

_1二位システムのOS(Operating
System)であるVOS O(Vir-

tualStorage Operating System O),VOSl-S,VOSl,

VOS 2及びVOS 3のすべての上で利用することができ,図4

に示すような工杵を経て,HITAC L-320/30H,50Hシステ

ム上で実行される｡本COBOLの新HITAC L-320上での適用

可能な範囲は,表2に示すとおりである｡いずれにせよ,

COBOLが事務処理用言語として最も一般的であり,分散処

理指向システムの一環としてホスト形で支援されるのが大き

(6,838文字)

基本文字セット (3,454文字)

葛
拡張文字セット

漢字(3,384文字)

注:略語説明

KEIS(KaniiPro¢8$Sing
Ext8nd8(】暮n寸OrmatioR

Syst8m)

図3 KEISにおける標準文字種類 H什AC製品は.KEIS文字セット

により2レベルの標準仕様を定め,分散処‡里に対する混乱を未然に防いでいる｡
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表I H什AC L-320/30H,50H基本システムの種類と付加機構一覧表 基本システムは30Hシステム,50Hシステムそれぞれにアルファニューメリ

ックタイ70と漢字タイプに二分され,アルファニューメリックタイプはカラータイプとモノクロ】ムタイプに分類される｡アルファニューメリックタイプでも.オ

プションとLてテ実字3′500考垂まで取り扱いが可能である｡

モ テリ ノレ

川TAC L-320′/30Hシステム HITAC+-320/50Hシステム

M37 M37C M37K M57 】 M57C M57K

基本シス テム の形式 H+--3237-11 H+3237-11C lHL3Z37-21

モ/クローム

HL3257-11i_HL-3257-11C
H+-3257--Zl

基

本

シ

ス

テ

ム

色

ディスプレイ文字/画面

フォント

)実字字種

モノクローム カラー7色

____ヱノクローム】カラー7色

モノクローム

A/■Nl′920,漢字960

A/N7×9,)実字13×13

同 左 同 左 同 左

i実字24×24 A′/N7×9,漢字13×I3 フ莫字24×24

オプション3′500種

可(オプション)

28kバイト(ユーザーエリア)

870ns/2/ヾイト

7.000種 オプション3.500種 7′000種

外 字 の 取 扱 い 可 可(オプション) 可

記 憶 装 置 60kバイト(同左)` 60kバイト(同左) 60kバイト(同左)

同 左同上サイク ルタ イ ム 同 左 680ns/2バイト

C P U 処理能力比 +-320′/ノ2～9の素勺2.2倍

lMバイト×2台

同 左 +-320//2～9の約3.6倍 同 左

フロッピーディスク装置 †司 左 IMバイト×2台 同 左

付

加

機

構

キーボード///キーセット +1S4段,データエントリ配列,整 同左及び+】S4段, +】S4段,データエントリ配列,整 同左及び+-S4段,

(必須のオプション) 配列.キーセットなど 日本語文書編集兼用

イ寸加可

配列,キーセットなど 日本語文書編集兼用

文 書 処 理 機 構 付加 可

漢 字 機 構
漢字3.500種まで取扱い可となるオブ

ション

28kノヾイトー60kバイトに拡張

18Mノヾイト又は36Mノヾイトのうちいず

)実字3′500種まで取扱い可となるオブ

ション

記 憶 拡 張 機 構

固定デ ィ スク 装置
かl台接続可｡ティス 柑Mバイト又は36Mバイトの駆動機構最大2台まで接続可｡

ク制御装置要する｡ ディスク制御装置(2台用)要する｡

データステーション

フロッピーディスク装置

プリンタ装置

コミュニケーションアダプタ

30Hシステム用データステーション最大4台接葡琶可｡ステー 50Hシステム用データステーション最大8台接続可｡ステー

ション制御機構要する｡ ション制御機構とステーション制御拡張機構要する｡

増設フロッピーディスク装置を介Lて3-､4台めのフロッピーディスク装置接糸売可｡

各種シリアルプリンタ,インサータプリンタ,水平インサータプリンタ,ラインプリンタ,漢字シリアルプリンタ,漢字ライ

ンプリンタなど,最大2台接続可｡組合せ制限若干あり｡漢字プリンタのフォントはディスプレイフォントの差異にかかわら

ず24ドット×24ドット｡

J.200bps,2,400bps(HSC特定/公衆),4′800bps(HSC特定),2′400bps,4.800bps(DDX回線交換)

自動呼出 Lアダプタ 接続可｡

リモートパワーオフ機構 電源制御の範囲は基本システムと基本システム付き人出力1幾器の一部,データステーションには及ばない｡

リモート/〈り一オン機構

その他入出力装置

公衆回線網接続のシステムに限る｡電;原制御の範囲は同上｡

音声ガイダンス機構,マ【クせん孔カード読取機,マークシート読取機,OCRハンドリーダ,工Dカードリーダ,オペレータキ

一機構.拡大文字印字磯構,机,他

注:略語説明 HSC(HitachiStandard Synchronous Conlmun】Cat旧n),DDX(Dlg舶IData巨×Charlge〉,OCR(OpticalCharacter Reader),工D(工dentjfier)

A/N(アルファニューメリック),CPU(中央処ま里装置)

∈司⇒
1注:略語説明

ホスト形COBOL
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区14 ホスト形COBOLのコンパイルから実行までの手順
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フォーマット
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信送
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HITAC L-320/

30H,50Hシステム

†

官
__+

フロログラム入力は,ソース入力と画面定義とに分けられ,コンパイル結果は直接フロツピ

-ディスクにHITAC+-320実行形式で落とすか,又は回線を経由LてHITAC+-320′/30H,50Hシステムのフロッピーディスクに実行形式で落とすかのいずれかとなる｡

な特長といえる｡

(3)簡易オペレーーション

分散処理システムでの端末のオペレーションは,専任オペ

レtタを置かずに,現場のだれもができることが必要である｡

HITAC L-320/30H､50Hシステムでは,次に述べるような簡

易オペレーションのための機能を備えている｡

(a)電源投入でジョブの日動ロード運転

ホストシステムからの起動で,電源をオン/オフできる

｢りモMトパワーオン/オフ機構(オプション)+と組み合わ

せることにより,ホストシステムから電源オン,診断7Dロ

グラムの実行,管理プログラムのロードと実行,業務処理

プログラムのロードと実行まで,完全に無人で行なうこと

ができる｡

(b) メニューi璧択



306 日立評論 VOL.63 No.5=98ト5)

表2 各種言語の適用可能範囲 ホスト形COBOしでもデータエントリ

処理とダイレクトデータプロセッシング処王里は実行可能であるが,簡易性やフ

ィールド単位での処理では拡張RFDのほうが優れるところがある｡

処 理 形 態
ホスト形 拡 張 拡 張

COBOL RFD RPG

デ ー タ エ ン ト リ 処 理 ⊂) (⊃ ×

ダイレクトデータプロセッシング ⊂) ⊂) ×

オ ン ラ イ ン問い合せ処理 ⊂〕 (⊃ ×

小 規 模 パ ッ チ 処 王里
【

○ >く (二〕

注:略語RFD,RPGの説明は,図5参照

プログラム選択,ジョブストリームの選択を,メニュー

画面方式で行なえる｢〕

(C) ジョブの連続う宰転

あらかじめカタログファイルに格納されたパラメータの

指定に従って,ジョブの連続実行やキー人力項目のビ1動人

力かできる｡

(4)デ【タ処理と文書処理の機能融合

専用の日本語ワ【ドナロセリサを導入しなくても,端末シ

ステムの一機能として文書処理機能か利用できる｡あるとき

はコンピュータとして,あるときは日本語ワーードプロセリサ

として使い分けられるとともに,あるワークステーションは

コンピュータ端末として,別のワmクステ【ションは｢†本譜

り【ドプロセリサとLて使うという組合せも可能である｡

(5)ホストコンヒュ一夕とのオンライン

ホストコンヒュ一夕とのオンラインユ【ティリティとして,

次に述べる二つを用意Ll),HITAC L-320/30比 50Hシステ

ムに現場向きの処理を分散二させ,かつホストコンヒュータに

データベ【ス,及びコンヒューータ運用を集約化させることを

可能にした｡

(a)ファイル伝送

ホストコンヒュ一夕との糊で,ディ スクあるいはフロリ

ピーディスクのファイルを送一夏信するユーティリティであ

る｡大半の日立ホストコンヒュ一夕で接続ソフトウエアが

完惜しているH-1740(データエントリシステム)と互換性のあ

るプロトコルを使用しているので,ホストコンビュ【タ接続

が容易である｡また,特定過信回線だけでなく,公衆交換

網を使用できるため,現場で収集,チェック,編集析ふの

ファイルを-一括して突如劃間にホストコンヒュ一夕に送る避

用を行なうのに適している｡

(b)CTM(コミュニケーションタスクマネ【ジメント)

ホストコンピュータにあるテ【夕べース(マスタフ7イ/し)

の問い合せ,リアルタイムの吏新,バッチ的なデータ転送

及び前記(2),(3)(a)で述べたホストコンヒュ一夕からのプロ

グラムロードとプログラム実行制御の機能などをもつCTM

の特長は,HITAC L-320システム用に定められたプロトコ

ルを使用し会話的なデータ転送とバ､ソナ的なデータ転送が

行なえることである｡

ホストコンピュータにあるマスタファイルを人力時カで

突き合わせ更新か必要な場合には,次に述べる前処理,後

処理をHITAC L-320システム側で行なうことにより,ホス

トコンビュ】タの負荷低下と応答時間の短縮が図られる｡

ホストコンピュータにデータを送るまでに,データチェソ

ク,データ訂正及びディスプレイへの鮎集出力ができ,ま

た,ホストコンピュータから送り返きれる更新結果に対し,

伝票発行時の編集などが行なえる｡
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(6)豊富なサホートソフトウェアシステム

匡15に,HITAC L--320/30H,50Hシステムのソフトウェア

体系をホす｡ヂ;甥フログラムはすべてマイクロプログラム方

土(で作ノJれていて,ハードウェアの一部とみなす才一えで同図

の中には含まれていない｡表3にサービスプログラム全体に

斉寸する機能の概略をホす｡

ロ ハードウェアの主な特長

(1)A/Nシステム(アルファニューメリソクシステム)も状字

化吋能

=睨イ1三市枇されている多くのシステムか,A/Nシステムと状

′トンステムにモデル分離し,い/ノたん買い求めたA/Nシステ

ムをiウミく‡:システムへ椎行することか容易にできないようにな

/ノているウ ニのことは,購人の意思決定をするl祭に大きな障

プチとなり得るわけで,硯/】三はA/Nシステムでも十分であるが

朽木は肘トシステム化を阿りたいという希望に対して,新

HITAC L-320システムは十分に応じられるようになっている｡

表lにホすモテルM37二えはM57は､其本的にはA/Nシステム

であるが,桝′-ト機構をオプションとして伯えることにより,

-ノ.!壬本システム_卜で約3,500′-ナニ柿までの状字が扱えるようになる｡

二の場介,ナイスプレイ上の汚きノトフォントは13トット×13ド

H汀ACし-320H

言語処王里プログラム

サービスプログラム

ユーティリティ

プロ グラ ム

オンラ イ ン

ユーティりテイ

システム生成

ユーティリティ

保守･診断

注:略語説明 HPS(Hモデル

RFD(Record

RPG(Report

拡張RFD

拡張RPG

ホスト形COBOL

ファイルアロケータ

フアイルコピー

データプリント

ファイル保守

ファイル編成変換

データセレクション

マットファイルゼネレータ

ファイル統合

漢字辞書保守

ソートマージ

ディスクソートマージ

サーチアンドアップデート

サーチアンドベリファイ

ディスプレイフォーマットセッタ

ソースプログラムエディタ

ライブラリ保守

ファイル伝送

コミュニケーションタスクマネージメント

システムゼネレーション

システムパラメータセッタ

ディスクイニシヤライサ

ボリュームコピー/コンベア

ディスクパッチ

ディスクエディット

ファイル回復

プログラミングシステム)

Format Desc｢iptor)

ProgramGene｢ator)

図5 HITAC L-3ZO/30H,50Hシステムのソフトウェア体系 従

来のHITACし-320′ノZ～9システムのソフトウェア体系に対して,ホスト形COBOL

と漢字辞書保守が加わったほかは,従来システムの思想をそのまま踏襲する考

え方とLているものの,細部にわたっては多くの項目について見直Lを行ない

改良を加えている｡



表3 H什AC L-320/30H,50Hシステムサービスプログラムの概

略機能 顧客が作成するプログラムを少なくするため,汎用性のある日的別

プログラムが多数用意されている｡

分

叛
サービスプログラム 機 能

ユ

l

テ

イ

リ

テ

イ

プ

F】

グ

ラ

ム

ユオ

l

_ン

ファイルアロケ一夕

ファイルコピー

フロッピーディスクやディスクに対し,

ファイルエリアの確保,変更,削除など

の処理を行なう｡

名一種入出力装置間でファイル単位にデー

タのコピーを行なう｡

データプリント

ファイル保守

ファイル編成変躁

指定ファイルの編集印刷を行なう｡リス

トモード,キャラクタモード,16進モー

ドでの印刷が可能｡

フロッピーディスク又はディスク上のテ

一夕ファイルの内容をバッチ処王里で更新
する｡レコードの追加,削除及び置換も

できる｡

順編成ファイルを索引順編成ファイルに

変換したり,その逆に索引順編成ファイ

ルを順編成ファイルに戻したりする｡

デ
ー タ セ レ ク シ ョ ン

ブロツピーディスク又はディスクファイ

ル上のレコードを,指定の条件により選

択し新Lい順編成ファイルに出力する｡

マットファイルゼネレータ

ファイル統合

フロッピーテrイスク又はディスクファイ

ル上のデータを,キーセットのキーに対

応付けてマットファイルに登≡録する｡

複数のフロッピーディスク又はディスク

ファイルに分離格納されているレコード

を,制御フィールドの上昇順又は下降順

に突き合わせ】イ国のファイルに統合する｡

i実 字 辞 書 保 守

提供漢字辞書をソースとして実行形式の

漢字辞書を作成Lたり,ホストシステム

で作成されたユーザー定義文字ファイル

を子葉字辞書にイ井合Lたり,プレロード文

字ファイルを作成する年さ一の機能をもつ｡

ソ ー ト マ
ー ジ

ナ占ッピーディスクシステムでファイル

上のレコードの分糞頁,併合を行なう｡

ディ スク ソート マージ
ディスクシステムでファイル上のレコー

ドの分三恒,併合を行なう｡

サーチアンドアップデート

サーチアンドベリファイ

ディスプレイフォーマットセッタ

ソースプログラムエディタ

ライブラリ保守

ファイル伝送

CTM(コミュニケーション

タスクマネジメント)

シ･ステムゼネレーション

システムノ〈ラメ一夕セッタ

ディスクイニシャライザ

ボリュームコピー/コンベア

ディスクパッチ

ディスクエディット

ファイル【司復

フロッピーディスク又はディスク上の順
編成ファイル内のレコードを検索L,画

面を見ながら直接修正できる｡簡単なエ

ントリプログラムとLても利用可能｡

フロッピーディスク又はディスク上のJ頃

編成ファイル内の指定レコード以降に対

Lて,キーボードから打けんする一文字

ごとに比重交検証(ペリファイ)し,誤りが

あれば修正が行なえる_｡

ディスプレイ上にオペレータカイダンス

や伝票フォーマットを表示するために倭

用する画面(マップ)情報をフロツピ【テ

イスク又はディスクファイル上に作成す

る｡会話形.バッチ処壬里形いずれも可｡

拡張RPGソースプロクうムをキーボード,

デイスフロレイ,プリンタを介して会話形

式でフロッピーディスク又はディスク上

に作成する｡

フロッピーディスク又はディスク上に作

成されたプログラムの編成(登録,削除,

圧縮,更新,複写,併合,印刷)を行なう｡
テロツピーディスク又はディスクファイ

ルから通信【司線を介Lて相手局との間で

データの一括バッチ伝送を行なう｡受信,

送信,受信後送信,送信後受信の4モー
丁

イラ

竺イ

ドがある｡

ホストコンピュータと通信回線を介して,

ファイル伝送及び問い合せを行なう場合
7‾

イン

ユシ

lス

に一便用し,RFDユーザープログラム又は

COBO+ユーザープログラムとホストコン

ピュータ間のインタフェースも管理する｡

提供された管‡里プロクうムライブラリか

ら機暑旨構成により必要なモジュールだけ

を選択L,専用の管理プログラムを作成
丁テ

イ

リム

テ生

イ成

保

守

診

する｡

システムの運用に必要な各種の情報を,

会話形式で管理プログラムファイルに登

錦する｡

ディスクの初期設定を行なう｡

フロッピーディスクのコピーと媒体間の

内容比較を行なう｡

フロツ巨二≠ィスク又はディスクの内容
に対Lて直接アドレスを指定Lて,キー

ボードからその内容を修正する｡

フロッピーディスク又はテ､ィスクのアド

レス指定により,指定範囲の内容を印刷
する｡ディスクアドレスも付加印刷される｡

断 障害の発生により,正Lくクロー哀うれ

なかったファイルや媒体不良が発生Lて

処理できないファイルを,処王里可能な7

アイルに回復する｡
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ソトとなるものの､状字プリンタを接続した場でナの印字用漢

字フォントは,24トソト×24トソトとなり,十分な高印字品

′穿となる｡

(2)シングルステーションシステムからクラスタ【ドンステ

ムへ容易に移行■叶能

析HITAC L-320システムはシステム構築の当初,キーポ【

ドナィスプレイ装置1子iから利梢を始めて,後に業務量やデ

ー一夕韻の増大に合わせて,現地で簡単に複数のキーボードナ

イスプレイ袋帯(以下,ワ】クステーションと呼ぶ｡)を増設す

ることができる｡

この場合,最初のシングルステーションシステムが,シス

テム全体を統括するマスタワークステーションとなる｡すべ

てのり【クステーションは独立にユーザ】メモリをもってお

り,諒袖にシングルステーーションシステム上で使用されてし､

た業務処理プログラムは,どのワークステ【ション上にあっ

てもそのまま実行させることができる｡このように,各ワー

クステーーションにあってマスタワークステーションと同等の

処理袋帯とメモリをもち,それぞれ独立に業三跨処理プログラ

ムを実行する方式を,負荷分散形のクラスタードシステムと

呼んでおl),ノンプログラマブルなキーボードデイスプレイ

袋帯を幾つか中央処理装置に接続し,すべての業務処理プロ

グラムを中央処理装置上で集中的に実行する方式とは異質の

ものである｡図6にその追いを図形化して示す｡また,図7

にHITAC L-320/30H,50flシステム上で各種の業務処美里プ

ログラムを実行した場合,デ】タが各ワークステーション間

をどのようにして流れるかをブロック間化してホす｡

(3)豊吉なプリンタ

オフィスコンピュータの主な役割は,帳票類のE｢J刷発行に

あるといってもよく,プリンタ装置の役割は特に大きい｡表4

に,用意されたプリンタ装置の種類とその主な機能について

ホす｡シリアルプリンタは,各行の印字に先立ってヘッドを

プログラマブル

キーボードディスプレイ

No.2

ノンプログラマブル

キーボードディスプレイ

No.1 No.2

No.1

No.3

マスタワークステーション

業務処理プログラム

No.4 No.5

(a)負荷分散形システム

No.3

CPU(中央処理装置)

業務処理70ログラム

No.4 No.5

(b)負荷集中形システム

図6 負荷分散形システムと負荷集中形システムとの比較 (∋が

ハードウェア,その周りを白く囲んでいるのがソフトウェアという概念で,両

者の違いを比較した｡負荷集中形システムでの業務処理プログラムの物量は.

どうLても大きくなるL.それに見合ったCPUの処理能力が必要となる｡
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Jリアル､

(

ワーク

lJ
t

5

線接.

は,業

工ン

行

せ

処理

ル伝､

(D
ン

マスタワーク

ステーション

回

注‥ト
①データ

②伝票発

③問い合

④バッチ

⑤ファイ

ホストシステム

続

務処王里プログラム

トリ

ステーショ

′l

②

(卦

l

④

図7 業務処理別データフロー E三三∃粋が各ワークステーション上

で独立に実行される業務処理プログラムであり,業務処理の態様の違いによっ

てデ‾タの流れ方が異なってくるっ各ワークステーション間は,l本の同軸ケ

‾ブルで芋づる状に接続されていて,データ伝送は多重処王里されている

どちらの方向に格動させて印すす‾るのか般も効率的であるか

を′常に計算しながら処理する最知距離fH鮒+ノi･二機能を肘モち装

備している0 またIHT-5381形水平インサー一夕プリンタは,

単票のすみずみまで印字か可能で,校二与二校数もレバ〉一棟作な

しで6枚まで,レバー操作を行なえば9杖でい1‖別か‾耶巨と

いうもので,かつ単票の日動給紙を行なうオートシ【トフィ

ーダもオプションとLて用意されてぶり,絹紙に対する機構
+∴の制限を大幅に緩和した｡.その他,HT-5336形フリンタの

ように,OCR-B(OpticalCharacter Reader-B)フォント文

字の印刷(40字/秒)とドットマトリックス文字の印刷(250でi二/

秒)を1子音のプリンタで行なってし圭うというものもある｡い

ずれにしても,用途と目的に合ったプリンタ装置を自由に選

べるとし-うことが特長となっている｡

(4)小形･軽量,大容量のディスクファイル

HITAC L-320/30H,50Hシステムで採用されているディス

クは,通称8インチディスクと呼ばれるもので,その大きさ

はほぼフロッビーチイスク駆動機構と同じ大きさであるか,

記憶容量は実に36Mバイトにも達する｡アクセス性能につい

ても表5に示すとおりフロッヒーディスク装吊よりもはるか

に速く,かつ床面積の占有量が柄めて少ないことが特長とい

える｡

ディスクメディアは,固定式であるからパIソクを交検する

ことはできないが,プログラマからみた利用‾方法は表5にホ

すとおり,完全にフロッヒーディスクに畔じた形式となって

いて,あたかもフロッビ【ディスクのトラック数か5,671トラ

ックまで単に拡大されただけの構造とち･るように背理フ一口グ

ラムでシミュレ【卜されている｡
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表4 各種プリンタ装置一覧 シリアルプリンタは,60字/秒のものか

ら250字′/秒のものまで段階的に用意され,いずれも最短距離往復印字機能をも

つっ漢字プリンタは,すべて拡大文字(オプション)や図形の印刷が可能である｡

＼､ 司支 漢

字

図 ト 可 イ

ン

サ

l

iタ

オ 拡

大

文

字

耳亘

＼ 機能 大 l
形

印

刷

ラ

ク

タ

フ

イ

l

ド

変
幅

I

卜
短

距

離

往

復

印

字

⑳

＼印

字

70リンク装置形式l速
度

1

イ
ン

チ

力
ツ

ト

シ

l

卜

フ

イ

l

ダ

HT5318形(〉古宇式)

HT-53Z6形

HT5381形(水平形)

HT538i形(漢字水平)

HT-5328形

HT5336形

HT5336形(OCR兼用)

HT5342形(漢字)

HT5342形()莫字)

HT-5365形(ドットLP)

60Cノ′ノ′s

】30C/S

130C./S

35C/S

◎

･某)

･:百)

尋 ㊤

㊤

⑳

◎ ◎

◎ ⑳ ◎ 頃) ⊂) ◎

180C/′s

250C′′■s

250C′/S

55C/′s

40C/′s

l

【‾ @ ㊤ ◎

卑 串 ⑳

⑳

◎

但)

◎

◎

◎ ◎ 〔〕

◎ ◎ ＼日j ㊧ ()

l10Lノ′M 魯) ◎

HT5681形(ドットLP)

HT-5362形()舌字)

80L′ノM 母)
l

･匂 吃∋

匂

(⊃

300し′′M
r

注:略語説明など
r∈･は標準装胤笹は工場オプション,+二:はオプション
C′･ノS(Characterノ/Seco11d〉,L′′■M(Llrle/MlrlUte)

LP(ラインプリンタ)

表5 フロッピーディスク,ディスク駆動機構の主な仕様比較

ディスクの実際の構造は,複数のヘッドをもつシリンダ構造となっており,シ

リンダ当たりのセクタ数も26ではないが,管理プログラムを介在させることに

より,フロッピーディスクの構造をシミュレートL,媒体が異なることによる

違和感を極力抑えるよう配慮してある｡

区分

項目
種類

フロッピーディスク デ ィ ス ク

片 面 両面倍密度 18M/ヾイト 36Mノヾイト

トラック数

セクタ婆史//トラック

ノヾイト数′′/セクタ

74

126

150 2′835

26 26

!5.671

26

128 256 256

280 40

256

r
40平均アクセス時間(ms) 280

回 転 周 期(ms) 167 167 16.7 16.7

8 緒 言

HITAC L-320/30H,50Hシステムは,従来機であるHITAC

L-320/2～9システムの卜位後継機とLて位置付けノブれ,日本

語文吉処粗髄能をも包含Lてオフィス内の総合的な事務でナ埋

化推進の一端を杓うものとして開発されたものでありフ今後

のオフィスオ‾トメーーション推進の主役として,更に強プJな

エンハンスメントを行なう方針である｡
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